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In the Edo era, there were the foot soldiers “Teko-Ashigaru” in the Kaga domain. 
They had been engaged in managing the gardens in Kanazawa castle and carrying 
official cargoes of the domain. They had to have the necessary qualities of big and 
strong men; it was known that they“Teko-Ashigaru” had a lot of anecdotes about very 
strong men. In addition, they had maintained the snow cellar "Himuro" situated in the 
“Gyokusenin-Maru” garden of Kanazawa castle, and were probably technical experts at 
taking care of the snow-ice stored in the domain. Matters of the “Teko-Ashigaru” and 
"Himuro" were collected and discussed by using historical documents connected with 
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図２(2) 第２扇上部。石垣を積み上げる石工と 図２(3) 第１扇中央部。詰め石を籠で 






















































































手木足軽」は 48 人となっている。『天明３年(1783) 士帳』には、御手木小頭８名、御手木
足軽 39 人（他に三十人組小者の「御手木御手廻」が 89 人）とあり、時代は下って『国格
類聚』の文化９年(1812)『近年諸組御人高大概』に、手木足軽の数は、加賀藩地元で「手

























































































慶長 12 年(1607) 
元和６年(1620) 
寛永８年(1631) 
寛永 13 年(1636) 
明暦４年 (万治元年)
     (1658) 























































幕末期 ｢御手木足軽｣39 人 







































































































































(1746)12 月 8 日に亡くなった後、江戸(12/28)から金沢(1/18)への葬送行列では、棺台の近
くに「手木足軽」が配置されていた。死後 40 日後に金沢へ遺骸が到着したのであるが、こ
の行列は真冬の 12 月であり、手木足軽は１人であった。これに対して、十代藩主重教は天
明６年(1786)６月 12 日に金沢で亡くなり、６月 26 日の野田山への葬送行列では、葬列の
主要部に手木足軽が多数（御唐油箱の傍に御手木足軽 12 人、御棺の傍に御手木足軽、御手


















































































住氷室まつり(2018)では、復元氷室に３トンの仕込みで 7 月の氷室開きに 1 トンが残存し
た。奈良県御所市葛小中学校 5 年生徒の氷室体験学習では、700kg の仕込みで 13 回目


























































































6)桑野貢三「仙洞御所｢お冷やし｣参観記」、『冷凍』、Vol.71, No.826, 95-99, (1996). 
「さざえ山の南を通って待望の「お冷やし」に至る。「氷室」と書かれた案内板があ
り、生け垣で囲まれた内側に氷室はあった。周囲を石積みとして２段に掘り下げられ
てあり、まず地上から 1.5m 下がり、その下に幅 2m･長さ４ｍ・深さ 2m 余りが貯氷
庫になっている。底まで石段がついているので、底の部分は 2m×3m 程度だろう。使
用していたころは地上部に屋根が掛けられ、さらに貯氷部には相当厚く保温した蓋が
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